
令和4年4月1日付けで湖東厚生病院 院長に就任致し
ました波多野善明と申します。どうぞ宜しくお願い致し
ます。

【自己紹介】
昭和62年3月秋田大学を卒業し、学生時代からの「白
血病の診療をしたい」という思いから秋田大学血液内科
に入局して血液内科を専門としています。平成13年7
月からは20年間能代厚生医療センターに勤務して、血
液内科の他に研修医育成にも注力しました。これらの経
験をもとに当地域の血液内科診療、研修医・医師など医
療者の育成、そして当院で実績のある地域医療、総合診
療、家庭医療の一翼を担いたいと考え、令和3年10月
当院へ異動しました。

【当院の目指す姿】
当院は南秋田郡を中心医療圏とするベッド数100床
の病院です。当地域でも高齢化が進んでおり、日本の将
来の姿を表現している地域だと思います。そして今、病
院の機能（役割）分担 を考え実行することが、日本の
医療・病院に課せられている命題となっています。

当院は「地域を支え地域の皆様に愛される病院を目指
す」ことを基本理念とし、
１）地域の人たちに信頼される安全で良質な医療の提
供、２）高齢者の「生活の質」を大切にする暖かい医療、
３）介護や福祉と連携しながら積極的に在宅医療を推進
する、以上を基本方針としています。もっと具体的には
「秋田県で一番高齢者に優しい病院」、これがこれまで
の湖東厚生病院が「目指してきた姿」と「積み重ねてき
た実績」であり、当院の果たすべき役割、特徴だと考え
ています。今後もこれを踏襲し更なる充実を目指しま
す。
そのために、１）急性期から回復期さらに退院後も重
視して機能回復を目指し、２）患者さんの家庭生活を中
心とした社会復帰と退院後の生活のバックアップに重点
を置き、入院リハビリ・訪問リハビリや既に実績のある
訪問診療・訪問看護の更なる充実、総合診療・家庭医療
の実践、介護系施設との連携強化を図ります。
時代と地域は当院に何を求めているのか考えながら新
たに挑戦していこうと思います。湖東厚生病院の活動を
ご理解頂き、皆様のご支援をお願い申し上げます。

院長　波多野　善明

連絡先 湖東厚生病院　地域医療連携室
代 表 電 話
直 通 ＦＡＸ
業 務 時 間
住 所

018（875）2100
018（875）5421
平日　8:30 ～ 17:00
南秋田郡八郎潟町川崎字貝保９８番１

湖東厚生病院 018-875-2100（代）　Fax　018-875-5269

@741uftpk

お友達追加は
QRコードか ID検索で！

※詳細は病院ホームページをご覧ください。

小児科予防接種の予約が
ネットでできるようになりました。

受付時間：  7:30（新患・予約外は 8:00）  ～   11:30

外 来 受 診 の ご 案 内 最新の外来診療体制は当院ウェブサイトに掲示しています。
http://www.koto-ghp.jp/URL

令和４年４月４日現在
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開始時刻 ～ 10:30（水曜日のみ）
受付時間… 開始時刻 ～ 10:00

午後であっても具合の悪くなった方の診察を行います。
（電話での連絡をお願いします。）

午後の受付は 13:00 ～ 16:00

木曜日の診察は奇数週（第 1･3･5 週）のみです

完全予約制です

受付時間 … 開始時刻 ～  14:00

新患は予約制

受付時間 … 開始時刻 ～  15:00　診察開始 … 11:00
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受付時間… 開始時刻 ～ 11:00
火曜日の鵜木医師の診察は完全予約制です
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院長就任
ご挨拶



地域医療連携室
ご利用の流れ

① FAXにて申込（※）

② FAXにて受診日お知らせ

⑤ FAXにて受診報告

③ 受診日の連絡（診療情報提供書の交付） ④ 指定日に受付・受診

①紹介元医療機関様より「紹介患者様用診療申込書」を地域医療連携室へＦＡＸ送信していただきます。
（※お急ぎの場合は直接お電話いただいてからお願いいたします）
②地域医療連携室で各科外来と受診日調整を行い、紹介元医療機関様にＦＡＸにて受診日等を
　お知らせいたします。
③紹介元医療機関様より患者様へ 「診療情報提供書」を渡していただき、受診日等のご説明を
　お願いします。
④紹介患者様の受付は、当院「紹介患者様窓口（正面受付）」にて外来事務職員が対応させて
　いただきます。
⑤受診後、地域医療連携室より速やかに紹介元医療機関様へ「受診報告書」をＦＡＸさせて
　いただきます。

紹介元医療機関 湖東厚生病院

患者様

医師紹介 当院の医師を紹介します。  Introduction: Doctor

2021年4月より湖東厚生病院に勤務させていただいて
いる漆畑宗介（うるしばたそうすけ）です。出身は静岡
県熱海市です。2014年に秋田大学を卒業後、都内で研修
し、2019年に家庭医療専門医（総合診療医）を取得しま
した。自然豊かな秋田で暮らしたいと思い2021年に五
城目町に移住しています。患者さんの病気だけでなく心
理面、社会面まで診る事を大事にする総合診療医の視点
が気に入っており、特に在宅医療や終末期医療にやりが
いを感じています。勤務以外にも「病院から地域に飛び
出して、健康で幸せな暮らしを考える」をテーマに五城
目町の朝市で健康相談を行なったり、地域の集まりにお
邪魔してお話をさせて頂いています。
赴任して早くも1年が経ちました。高齢化が進み、夫

婦二人暮らしや一人暮らしが増える湖東地域で、みなさ
んが安心して暮らすためには地域の医療機関、介護事業
所との連携が大切だと強く感じております。コロナ禍で
の赴任のため直接ご挨拶が出来ていませんが、今後折を
見て伺えたらと思っております。若輩者ではありますが
どうぞよろしくお願い致します。

漆畑　宗介

・日本専門医機構　総合診療専門
    研修特任指導医
・日本プライマリ・ケア連合学会
　プライマリ・ケア認定医
　家庭医療専門医
　認定指導医

令和 3年 4月より当院勤務
内科配属

はじめまして、2021年4月より当院に勤務させていた
だいている伊藤善昭です。2017年に秋田大学を卒業後、
秋田厚生医療センターで約4年と東京にある王子生協病
院で半年ほど勉強させていただいたのち、当院へ勤務と
なりました。早いもので地元にあります当院へ勤務して
2回目の春を迎えています。
私は家庭医・総合診療医というまだまだ聞きなれない

かもしれない分野を専攻しています。肺炎や尿路感染症
などの感染症や心不全、脳梗塞、癌の緩和医療など比較
的広い分野の対応を行うとともに、カテーテル治療や内
視鏡治療、緊急手術など高度な治療を要する患者さんは
すみやかに適切な専門科に繋げるという役割を担ってい
ます。また、病気の治療だけにとらわれず、患者さんの
気持ちや社会背景、ご家族にも目をむけ、一緒に今後の
生活の質をいかに良くするかを考えていくことに力を入
れているのもこの分野の特徴であり、湖東厚生病院の病
院理念に近いものではないかと感じております。
外来、入院診療、そして訪問診療と皆さんとお会いす

る場面はたくさんあると思います。もともと南秋地区の
生まれでここの方言も基本的には問題なく話せますの
で、どうか気兼ねなく声をかけていただければ幸いです。
皆さんの想いに耳を傾け、少しでも納得のいく医療を提
供できればと思いますので、よろしくお願いします。

伊藤　善昭
令和 3年 4月より当院勤務
内科配属

名誉院長就任のご挨拶 Greeting by Honorary Director

院長職としての12年を含めて足掛け27年8ヶ月
に及ぶ “湖東病院”での内科医としての勤務を全う
して3月末をもって定年退職を迎えることが出来ま
した。全ての職員の方々、そして “湖東病院” を応
援し続けて頂いた地域の皆様方に改めまして感謝申
し上げたいと思います。また、退職を前にして地元
の首長さんやJA組合長さんに御挨拶に伺った際には
新病院開院までの険しい道のりを懐かしく振り返り
ながら当時の苦労を労って頂いたことが忘れられな
い思い出となりました。
さて、4月からは定年後再雇用という形で引き続
き一内科医として湖東厚生病院に勤務しておりま
す。10年以上に渡って院長職に就いていたというこ
とで秋田県厚生連から“名誉院長室”という肩書き

を頂きました。それにあわせて病院の方でも“名誉
院長室”を準備してくれましたので3月末から少し
ずつ引っ越し作業を進めて4月からは、この部屋を
中心とする病院での新しい時間が廻り始めました。
3月末に受け持っていた入院患者さんを引き続き担
当するということもあって特別の休暇も取らない
で、そのまま4月を迎えることになりました。医師
としての業務は3月までと特段に変わったところは
ありません。相変わらず時間に追われながら外来と
病棟を行ったり来たり、あっという間に一日が過ぎ
ていくといった感じです。最初の頃は長年、携わっ
てきた院長としての業務がないということに一抹の
淋しさを感じることもありました。それでも時間が
経つにつれて全ての公的な書類、会議、そして院外
交渉から解放されて診療に専念出来るということ
で、こんなにも晴れやかな気分を味わえるものかと
1ヶ月が過ぎた今、しみじみと実感しています。
慣れ親しんだ “湖東病院”で定年後も働くことが出

来る喜びを感じる一方で、願わくば湖東厚生病院の、
これからの新たな発展に少しでもお役に立てればと
思っています。今でも心身伴に健康であると自負し
てはおりますが、そうは言いましても高齢者の仲間
入りをした身、ゆめゆめ老害とは為らぬよう過ごし
ていかねばと自戒する日々であります。

名誉院長　中鉢　明彦

“名誉院長”の名札を着けて一内科医として再出発する
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